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各 種 細 菌 に 対 す るCathomycinの 抗 菌 性
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緒 言

Merck研 究所 のWALLICKら に よつ て 開 発 され た

Novobiocinは 主 としてグ ラム陽性球菌,特 に耐 性 ブ ド

ウ球菌感染症に著効 を示すば か りでな く,従 来か ら難治

とされて いる変形菌感染症 にも しば しば有効である こと

が報告 され ている。

今回Novebiocin製 剤 であ るCathomycinの グラム

陰性桿菌感染症治療 への適 応を主体 とした研究 の一環 と

して種 々の菌 に対す る抗菌 作用を検討 したので,そ の概

要 を報告す る。

実験 材料 ・方 法

供試 薬剤=Cathomycinお よびErythromycin。 これ

らの薬剤は重量単位で供試 した。

供試 菌株:当 研究所保存 の下記 の比較 的新鮮分離株を

供 試 した。

ただ しvibrieEl-Torは 東京検疫所長 尾博士 よ り分

与 された もので ある。

これ らの菌株 は常時半流動肉水高層寒天,

一 ト培地,凝 固卵培地等に接種保存 して あ り,供 試す る

際 に は 普通寒天平 板,BTBテ ィ・一ポ ール寒天,血 液寒

天,血 液加GC培 地等 にそれぞ れ 分離 し集落選別 の後,

各菌に応 じて ペプ トン水,3%食 塩加ペ プ トン水,ト リ

ブ トソイブ イ ヨン等 に前培 養 し,そ の1白 金耳量を供 試

した。 なお リン菌で は血液 加GC培 地上の集落1白 金耳

量 を2m1の トリブ トソイブイ ヨン}C浮 遊 させ,直 ちに

そ の1白 金耳量 を直接感受姓測定 用培地に接種 した。

1.SalmonellalOO株(チ フ ス 菌20株 を 含 む)

2..Shigella100株

3.Escheriehiaeeli49株

4.Proteusmiγabilis50株

5.VibrioPaγahaemolyticus100株

6.VibrioEl-Ter89株

7.StaPhPtlococcusaureus100株 ・

8.DiPlococcusPneumoniae9株

g.StreptocoecusPyagenes100株

10.Corynebacteriumdiphtheriae42株

11.Clostridiumwelchii48株

12。Neisseγiagonorrheeae7株

ク ッ ク ド ミ

感 受性 測定 用培地:下 記 の種 々の培 地を菌種に応 じて

使用 した。

i)ハ ー トイ ンフユジヨ ン寒 天(HI)目 水

ii)5%ウ マ血液加HI

iii)1%ブ ドウ糖加HI

iv)3%食 塩 加HI

v)0、2%Teepel加HI

vi)20%ウ マ血液加GC培 地

これ らの培地 に腸 内細菌研究班法に準 じて前述 の薬剤

を100mcg/mlよ り重量単 位 で 添 加 し,以 下倍数希釈

した。

培養お よび半畦定:上 述の感受性測定用培地 にそれぞれ

の菌株 の菌液 を1白 金耳量接種 し,37℃24時 間後の最

低発育 阻止濃 度(MIC)を 感受性 として記載 した。 なお

リン菌 では37℃,24時 間 ロー ソク培 養法を,ウ エルシ

菌 では嫌 気瓶 に よる培養法 をお こなつた。

実 験 成 績

1.グ ラム陰性桿菌

グ ラム陰性桿菌群 に対す る抗菌 作用は表1の とお りで

あ る。

チ フス菌20株 を 含 め てのサルモネ ラでは全菌株が

Erythromycin同 様 の100mcg加1以 上 のMICを 示

し,赤 痢菌では12.5mcg/ml以 上 でサル モネラに比較

す れば耐性値がやや低 くみられ た。

しか しErythromycinに 比較すれば全般 的に そ の 抗

菌 力は低かつた。

大腸菌に対 して はCathomycinは 全菌株が100mcg/

m1以 上 のMICを 示 し,Erythromycinよ りも劣 る成

績 が得 られた。

いつぼ う,ProteStsmirabilisで はErythromycinが 全

菌株100mcg/m1以 上 の耐性 値を示すのに対 してCatho・

mycinで は6,25～100mcg/mlと その感受性に 幅 が み

られ るが 明らかにErythrdmycinよ りよい 結 果 が 得 ら,

れてい る。

同様iにVibrioE1-Torに は3.12～25mcg/ml,Vibrio

Parahaemolytie"sで は3.12～50mcg/m1で,Ugbrio属

に対 してはErythromycinよ り明らか に高 い感受性値

を示 した。
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表1グ ラ ム陰 性桿 菌

Salmo犯ella 100株

表2グ ラ ム陰 性 双 球 菌
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表3グ ラム陽 性 球 菌
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培 地:Heartinfusionagar
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2.グ ラム陰性球菌

グラム陰性球菌 として供試 した リン菌 に対 す るMIC

は表2の とお りで,CathomycinはErythromycinに

近い抗菌作用を示 した。

3.グ ラム陽性球菌

グ ラム陽性球菌に対 するCath。mycinの 抗菌作用を表

3に 示 した 。

StaPhylococcusa"reusセ こはErythromycinよ り高 い

感 受性 を示 す もの が 多 くみ られ た が,い つ ぼ う25～50

mcg/mlの 低 い 感 受 性 を 示 す も のが5株 認 め られ た 。

DiPleeeCCUSPneumoniae,StreP彦ecoccusPyegenesで

はErythromycinよ り劣 る成 績 が 得 ら れ た 。

4.グ ラ ム 陽 性 桿 菌

グ ラ ム陽 性 桿 菌 に対 す るCath。mycinの 抗 菌 力 を表

4に 示 した 。

Clestridiumwelchiiで は 中 等 度 ～ 高度 耐性 を示 し,

Erythromycinよ りそ の 抗菌 力 は 劣つ た が,Corynebac-

teriPtm4iPhtheriαeに 対 して は 全 菌 株 が0.39mcg/m1

以下 の き わ め て 高 い感 受性 を示 し,Erythromycinに 比

較 して 明 らか に そ の抗 菌 力 が す ぐれ て い る こ とが 認 め ら



454 CHEMOTHERAPY APR. 1969

表4グ ラ ム陽 性 桿 菌

Clostridiumwelchii48株

漢 ≧㎜一 一 一 一
ρathか.52!25、 、5
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Erythrp-1220232

mycln
へ

培 地:1%Glucose加Heartinfusionagar

CerynebacteriumdiPhtheriae・42株

Catho- .933
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Eryth叩 一311532
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濃 度=5%馬 血 液加Tryptesoyagar

れ た 。

総 括

Novobiocin製 剤 のCathomycinの 抗菌 作 用 をEry-

thromycinの そ れ と比 較 した 。

グ ラ ム陰 性 腸 内 細 菌 群 の うち サ ル モ ネ ラ,大 腸 菌 群 に

は ほ と ん ど 抗 菌 作 用 を 示 さな か つ た が,Vibrio属 や

Proteusに 対 して ばErythremycinよ り も 高 い 感 受 性

が 得 ら乳,ま た 赤 痢 菌 に はErythremycinに 近 似 の 感

受 性 が 認 め られ た 。

赤 痢 の治 療 に マ ク ロラ イ ド系 抗 生 物 質 の 応 用 が 開 拓 さ

れ て い る現 在,マ ク ロ ライ ド系 抗 生 物 質 に 類 似 レた 抗 菌

作 用 を示 す とい わ れ るCathomycinの 抗 菌 性 を 特 に 検

討 した の で あ るが,Erythromycinに 近 い 抗 菌 作 用 が み

られ,他 の諸要件がErythremycin盛 同 等 ない しは よ

りす ぐれた ものであ るな らばL耐 性赤 痢菌感染症 の治療

に用い られ る可能性が十分 に存 在す るところで あろ う。

また従来か ら種 々の化学療法 斉蛭に対 して 自然耐性で難

治性 とされてい る変形菌群 に対 して,中 等度で はあるカミ.

明らかに抗菌作用を示 し,使 用方法の如何に よつては臨

床効果が期待で きる ように思われた。

また 同様に γ伽 狛 属 に も感受性ない しは 中等度の耐

性を示 し,こ の菌属 の感 染症に もかな り有効で あること

が示唆 された。

グラ ム陰性双球菌 であ る リソ菌にはErythromycinと

ほぼ 同等 の抗菌作 用を示 し治療効果が十 分に 期 待 さ れ

る。

い つ ぼ う,グ ラム陽 性 球 菌 群 に は,StaPhylocobcus

傭 紹粥 に数株 の中等度耐性菌 の存 在が認め られ たが 全

般的には よい抗菌性を示 した 。しか しDiPlococcusPneu・

moniae,StreptococcusPツegenesに はErythromycin

より劣 る成 績が得 られ,こ れ らの菌 に よる疾患の治療に

は限界 があ るよ うに思われた。

グ ラム陽性桿菌ではClestridiumwelchii}こetEry-

thromycinよ り抗 菌 力 は 劣 る が,Corynebaeterium

diphtheriaeに は きめて高 い感 受性 が得 られ,こ の種 の

感染症 に対 す る有効性が 明らか にされ た。

耐性 ブ ドウ球菌性疾患に対 して 開 発 さ れ たCatho-

mycinも 上 述の ようにあ る種 のグラ ム陰性 菌 群 に対 し

て明らかな抗菌作用を示す ので,今 日の よ うにグ ラム陰

性桿 菌感染症に対す る化学療法 に種 々の問題 が提起 され

てい る現在,こ の薬剤 の試用 も検討 され る ことが必要で

あろ う。

ANTIBACTERIAL ACTIVITY OF CATHOMYCIN
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 An in vitro antibacterial activity of Cathomycin, a preparation of novobiocin, had been compared 

with that of erythromycin. 

 Almost no antibacterial activity of the antibiotics was observed on Salmonella and Escherichia  coil, 
whereas the activity on  Vibrio and Proteus were higher than that of erythromycin, and that on Shigella 

was the same degree as that of erythromycin. 

 Recently, since macrolide antibiotics might have been applied for the treatment of dysentry cases, 

we investigated the in vitro antibacterial activity of Cathomycin on Shigella. The results indicated
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that Cathomycin had exhibited an antibacterial activity near to that of erythromycin on Shigella. 
Hence, the antibiotics was possibly applied to the treatment of the infection due to Shigella resistant 
to antibiotics. 

 Although Cathomycin had shown moderate degree of antibacterial activity on Proteus, which have 
had natural resitancy to various chemotherapeutics, its therapeutical effects on Proteus infections might 
be expected according to usage, because it was more sensitive than  erythromycin on Proteus  mirabilis. 

 Because Cathomycin also had demonstrated clearly higher activity than that of erythromycin on 
Vibrio El-Tor and V.  parahaemolytics, it would be suggested that the antibiotic might be fairly  effec-
tive in the treatment of infection ascribed to these Vibrios. 

 On the other hand, Cathomycin showed an almost similar antibacterial activity to that of erythro-
mycin on Neisseria gonorrhoeae and Staphylococcus aureus, and exhibited the activity enough to inhibit 
their growth As for the antibacterial effects on Diplococcus pneumoniae and Streptococcus pyogenes, 
however, Cathomycin was inferior to erythromycin. Besides, no antibacterial activity of Cathomycin 
was found on Clostridum perfringens, but the activity was significantly effective on Corynebacterium 
diphtheriae.




